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安全のために必ずお守りください 


♦お使いになる人や他の人への危害と財産への損害を未然に防ぎ、製品を安全に正しく使用するために、 
必ずお守りいただくことを説明しています。 

♦ここに示した表示は、誤った使いかたをしたとをに生じる危害や損害の程度を次の表示で区分し、説明 


么警告 (WARNING) 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人 
び死亡、重傷を負う可能性、または火災の可能性 
び想定される内容を示しています。 

A 注意 (CAUTION) 

この表示を無視して、誤った取扱いをずると、人 
び傷害を負ラ可能性や物的損害の発生び想定され 
る内容を示しています。 


お守りいただく內容を、次の絵表示で区分しています。 


0 d (D ® 

この絵表示は、 r 禁止」されている内容です。 

A 

この絵表示は、「注意」していただく内容でず。 

O C 

この絵表示は、必ずしていただく「指示」内容です。 


I 説明で中の r お願い」 事項は、本機を誤りなく正しくお使いいただくたゆの内容び記載されています。 


告 （ WARNING) 


画、ノ I を厳禁） 

ガソ1」ンなど揮発性の高い油は、絶対に使用しないでくだ 
少量^混人で6 、: 


ガソリン禁止 


「本煙突外れ危険] 


煙突ががれたまま使用しないでください。 

外れていると運転中に排ガスび室内に漏れて、危険です。 

















安全のために必ずお守りください 


警告 （ WARNING) 


百 r 煙吴蘭香< 危展] 


煙突びつまつたり、ふさびれたままで使用しないで<ださ 
い。 

閉そくしていると運転中に排ガスび室内に漏れて、危険で 
す。 


_★ 巧類を聲燥厳霉] 

衣類などの乾燥には使用しないでください。 

巧類が落下して乂びつを、乂災の原因になりまず< 



0 

禁止 




因 

■ 



0 

禁止 


I ★スプレー吿厳禁 i 

スプレー宙やカセツトこんろ用ボンベなどをストーブの上 
や前に(周囲に)放置しないでください。 

熱で吿の圧力び上びり、爆発して危険です。 


佩 



0 

禁止 


么注意に AUTION) 


み力ーテン^す燃物近接禁止 I 

力ーテンや燃えやすいちののそばなどでは使巧しないでく 
ださい。毛布やふとんなどを近くに置かないでください。 
乂災び発生するおそれびあります。 

可燃物との離隔距離については工事編の標準据付け例に7、 
28ページ)を参照してください。 


〇 

消火 




給油は、がず消火してか日おこなって<ださい。 
乂災のおそれがあります。 












意 （ CAUTION) 


A 注 

隔常碍梗届顯 


万一異常を感じたとさは、使用しないでください。 
異常燃焼のおそれがあります。 



★高温部接触禁止 


燃焼中や消火直後は、高温部、煙突、天板、天板ガード、 
ガードなどに手などふれないでください。 

やけどのおそれがあります。 


遞) 

接帥禁止 


女指や異物を入れない 


空気取入口や天板ガードやガードの中に、指や異物を入れ 
たりしないでくださし、。 

けびや火災のおそれがありまず。 



I ★腰をかけたり物をのせない I 

ス [ ^ーブの上にのったり、腰をかけたりしないでください。 
ストーブの故障や、やけどのおそれびお D ます。ス I -ーブの 
上に花びんや、水を入れたちのなどを置かないでください。 
水びかかると漏電や故障のおそれびありまず。 



0 

禁止 


★やかんのせ禁止 


やかんなどをのせないで<ださい。 

振動や接触によってやかんの熱湯びこぼれ、やけどのおそ 
れびあ0ます。 


分解修理 の禁止 I 

故障、破損した5、使巧しないでください。 
不完全な修理は、危険です。 


0 

禁止 


⑩ 

分解禁止 






を全のために必ずお守りください 



意に AUTION) 


_古跨造使用を覇百 


改造して使用しないでください。 

また、煙突には床暖房用の熱変換器などを取り付けないで 
ください。 

义災や排ガスび室内に漏れる原因となり、危険です。 


0 

禁止 


み換景扇使■届察正 


ストーブを使用している時は室内で換気扇を使用しないで 
<ださい。 

異常燃焼や、立消えして爆発燃焼するおそれびあります。 
また、操気口、給気口は常に確保し、物などで成さびない 
で < ださい。 


0 

使用禁止 


全電源コードを烏をなり] 

電源コードに無理な力を加えたり傷付けたり束ねた D 、 物 
をのせたり加工しないでください。また、電源プラグを抜 
くとさは、コードを持って引を抜かないで<ださい。 

電源コードが破損し火がや感電の原因になります。 



0 


比電源プラグは確実に差 k 込が 

電源プラグはコンセントに根元まで確実に差し込んでくだ 
さい。 

(また、傷んだプラグやゆるんだコンセントは使用しないで 
<ださい。） 

火災の原因にな0ます。. 

城れた手での撼さ善しはしないで < ださい。 

感電の原因になります。 



〇 


み長期間 使用しな い とをは 電 源プラグ を抜く 

長期間使用しないとをは、電源プラグをコンセントか5巧 
いてください。 

火災や予想しない事故の原因になりまず。 


C 

電源プラグを ! K 





A 注意 （CAUTION) 


I ★電源プラグのお手入れをず苗 

とをどさ電源プラグを抜さ、ほこり（及び金属物)を除去し 
てください。 

(ほこりや異物がたまると湿気などで絶縁不良になり）火が 
の原因にな0まず。 


★高地(標高し SOOmliU ;) 使用聲止] 

酸素濃度び薄いので不完全燃焼しまず。 

標高1,日日日〜1，日日日 m では再調整び必要でずので、販売店 
へお問い合わせください。 


r ★可燃性ガス使用禁止 I 

ストーブを使用している部屋で、可燃性ガスび発生するを 
の（ガソリン、ベンジン、シンナ ー )、スプレーを使用しな 
いで <ださい。 

火災や故障の原因になります。 


i ★お子様やお年寄りのご使用に注意1 

おデ様やお年寄り、体のご不自由な方びお使いになる場合 
は、やけどなどについて、周囲の人び充分にま意してくだ 
さい。 


お願い （NOTICE) 


I ★む油の廃棄 I 

•灯油の廃棄処分は、灯油をお買い巧めになった販売店にご相談ください。 


使用ずる場所 



0 

使用禁止 


〇 

指示 

0 

使用禁止 


お使 S になる前に 


A 











各部のなまス 



操作-表示部のなまえと使いかた 


パワーモニター 


時計表示部 


温度表71^部 


燃焼状態に応じて、点むす 
るランプの数び変わります。 
全部点なしている時び、強 
燃焼です。 


現在時刻、タイマー運 
転時刻を表示します。 


操作部は開閉式。 
操作扉の I 押す 1 
を押して、指をは 
なすと開さます。 


参温度表の 

設定湿度…6で〜3日でまで設定できます。 
室内温度…一9む〜3日むまで表示しまず。 
♦お温表示-高温表示 
。〇 J ’’ •室内温度び-1日でな下 
「 W ,」 …室內温度び36むむ上 


エラー番号表示や 自動 セーブ消义中 

表示時刻にまあしまず点义します消义します 

ミ5 / O'po r 設定:温度、广蜜内溫度 

午後け一いしけ一* . r rtn 11 nrt 1 


運転 


誦 I 

し-- 1._ . 


入切 



^さをいとぎ f 夕ついとさ J 



時計合せ 


を常六 — 

イの^夕べづ 


1自動微か弱中強 i 


クイ " 7 - I セー プ 


火力謂節 


温度•時計合わせボタン 


タイマーボタン 


タイマー運転を開始しま 


溫度の設定、時計の設定に使います。 
♦室温設定の場合 

「▲」•「▼」のボタンを押して含わせまず。 
♦時計設定の場合 

「時」- r 分 J のボタンを押して合わせます。 


セーブボタン 


セーブ運転を開始、およ 
び解除します。 


川.13.14ぺージ参照） 


6 


14ページ参照 


14ぺージ参照 


































運転スイッ章_ 

—度押ずと 「入—」 

もラー度押ずと「切 A 」になりま 
ず。 

灯 . 運輯中 

灯 . 消火中 

減’’’消火後ずぐに、再点火し 
たとさ。 

(ストーブがをえると「点 
な」に変わります。） 


||お切替えスイッチ 

現在時刻のセットに使用します。 

(11 ページ参照） 
タイマーの時刻のセツトに使用し 
まず。 （14 ぺージ参照） 

操作後はおず「通常」位置に戻して 
ください。 


乂力 調節つまみ 

手動運転 

目盛「微少」〜「強」の間で帯望の火 
力位置にをわせます。 

(12 ページ参照） 

目動運転 

目盛 r 自動」に合わせるとルームサ 
ーミスタによる自動運転になりま 
す。 （13 ぺージ参照） 


f 点'な及び点滅の意が 1 

エラー蚕号表示中 


• 白動的に消火したとさに、自己診断機能によ0故障原因 EE 0 

〜 EE 22、 EEEP を表示します。 

巧2ぺ—ジ参照） 

表示時刻に運転しまず 


• タイマー運転待機中に表おします。 

(14 ぺ-ジ参照） 

自動 


•自動運転中に表示します。 

(13 ぺ—ジ参照） 

セー ブ 


• セーブ運転中に表示します。 

(14 ぺ-ジ参照） 

セーブ 消义中 


•セーブ運転中に、消火している時に表示しまず。 


(14 ベ-ジ資照） 

点火しまず 


• 運転スイッチを r 入」にした時、及びセーブ消火渡に再点火した 

時に表示します。 

予備燃焼が終了すると消灯します。 

(にページ参照） 

消火します 


•運転スイッチを r 切」にした時に表示します。 


冷却動作び終了すると消なします。 

、 

(1 日ぺージ参照） 


お使いになる前に 










使う前の準備 


_ 燃斜について 

® 燃料は、灯油 （ J 旧1号巧油）を必ず使用してくださし、。 


A 警告 


白 t 力’ソ IJ ン厳聲 

ガソリンなど揮発性の高い油は、絶対に 
使用しないで < ださい。 

か量の混入でち、乂がの原因になります。 





ガソリン禁止 


•ガソリン、シンナーおよびこれ6び混入した巧 
油、変質巧油、ミちれた灯油、水やごみの混じつ 
ている灯油などは、絶対に使用しないでくださ 
い。 

♦灯油は、必ず乂気、雨水、ごみ、高温および直 
射曰光を避けた場所で灯油専巧容器を使って保 
管して < ださい。 


灯油とガソリンの見分けかたのポイント 


指先に使用燃料をつけて息を吹きかけまず 
(火の気のないところでおこなってください) 



給油のしかた 


給油の際の手順とま意 


1油タンクに給油ずる。 

♦油タンクの給油□ふたをはずし、な油を巿販の給油ポ 
ンプで油量計を見なびら給油して < ださい。 

★給油の隙は、給油ロフィルターを取0ま5ないで<だ 
ごい。 


2給油の際にこぼれた灯油をふをとる。 

女給油後、油タンクの底のドレン受けを透視して水やご 
みびたまっておれば給油□フィルターをいったん取0 
はずし、給油□から市販の給油ポンフをドレン受け内 
にさしこみ、水やごみなどを吸いだしてください。 


給油□ふたを必ず元通りに閉める。 















燃料切れの注意 


★燃焼中に灯油がなくなると消火しまず。 

このとき温度表示部に rff fF '」 を表示し、ブザーび5回 
鳴り異常びあったことを知5せます。 

※油タンクに灯油があるのに r ，巧が ' J び表示ずるときは、 
送油経路のつまり、空気たま D び考え5れまず。このよラ 

や10ページの r 定ミ由面器のリ 


なとさは 


セットボタンのセット」を参照して送油経路の点検をして 
<ださし、。 

♦再運転ずる場合は、本体温度が充分下びってか5油タンク 
に給油し、 r 運転スイッチ」を一度 r 切」にしてから r 入」にし 
て < ださい。 




IS 1 

エつイか。や 


*",1ご：孤巧 

が 

人 t ; 〇尽 


空気抜きの方法 


★送油管の途中が山おになったり、もつれたりしていますと、 
送油管の中に空気がたまって油が流れないためにストーブ 
は「がもこ'」を表示して運転しません。 

このよラなとさは U (下の手順で処置をしてください。 

(丹油をこぼさないよラにを意して < ださい。） 

① バルブを全開にする。 

② 送油管に山形(高低)びないよラに平らにする。 

③ ストーブ本体との接続部を取りはずし、取0はずした送油 
管の先端をバケツなどな油をためることびでさる容器に入 
れはずれないよラに固定ずる。 

④ バルブを全開にし、送油管か5打油に空気び混じ5ない状 
態で連続して流れ出ることを禮認する。 

ミち意：バルブを全開にしてを灯ミ由びまったく出ない場をは 
油タンクとス I -ーブ本体との落差(約3日 oil 必要)びな 
い塌合をありますので確認-処置してください。 

⑤ 確認でさたらバルブを全閉にする。 

©茂油管をストーブ本体に接続する。 

③バルブを全開にする。 

逗)ス I -ーブ本体の側面にある赤色のリセットボタンを下へ1 
回押す。 

感ストーブを運転ずる。 


空気 






※製品の側面にありまず 


お使いになる前に 


4 



使ラ前の注意 


点乂前の準備と確認 


油漏れの確認 

♦ストーブの置台又は送油経路(油タンクや送油管の接合部など)か5油漏れびないかどラか確認してくだ 
さい。 

万一、油漏れしている場合は必ずお買い求めの販売店に修理依頼、または最寄りの当社支店.営業所に 
ご相談ください。 

煙突接続の確認 

♦煙突が正しく接続されているか確認してください。がれていると運転中に排ガスび漏れ大変危険です。 
•煙突が雪やル鳥の巣などでふさびれていないか確認してください。 

ストーブ周ぶの確認 

♦ストーブの周辺および煙突の周囲に引乂物や可燃物を置かないで<ださい。 


定油面器のリセットボタンのセット 

♦定:油面器の赤い U セットボタンを、下へ1回押してください。 

点火ずるたびにセットする必要はありませんび、 シーズン初めや 、本 
体設置場所を変更したとさ、又は对震自動消火装置び作動したあと再 
運転するとをは、 U セットボタンををう一度、押しなおしてください 

I -お願い- 

★ U セツトボタンは日秒政上押し続けたり、カラーを列して押さない 
で < ださい。 

♦定油面器か5灯油びあふれたり燃焼び継続しないことびあります。 



操作扉の開閉を確認ずる。 


•操作部は、 r 操作扉」を指で軽く押し込んでから指を離しまずと、ゆっ 
くりとでてきます。操作後は輕く押しもどずと□ックしてとまります。 
r 操作扉」は、操作する時政かはおず閉じてご使用ください。 



r ’! 日:3ご 


ajT. 






★電源プラグをコンセント（家庭用 AC 100 V ) に確実に差し込む。 

•時計表示部はち図のよ5に r バー」表示されまずので、現在の時刻をセ 
ットして < ださい。 

女このとを温度表示部に「も弓らご」び表示されるとさは、ス I -ープに'巧 
油びをていませんので点検して < ださい。 

このよラなとさは、9ページの※印を参照して、定油面器の赤い U セ 
ットボタンを押すか、または が。 を参照して、送油経 
路の空気披ををおこなって < ださい。 

f -お願い-^ 

女ストーブに初めて通電したとさや、停電後や、電源プラグを撫い 
て再通電した場含、時計表示部はち図のよラに「ノ（一」表示されま 
ずので、視在の時刻を設をしてください。 


時計表示部 




\霉源プラグ\ 
時計表示 部 

I :_1 


S ： 10 


逆巧 

L 這で j 入切 


とき巧巧 

^ rC/ 時肝合せ "(TfB ： 


-- 已 〔白 ，。I 巧み弱、 

C J C i 0Q _ 

L タイマーセーフ 火力助] 

現在時刻び午後8時10分の場合 

① r 表示切醫えスイッチ J を r 時計合せ」に合わせる。 

③ r 時」または r 分」のポタンを巧ず。 

③現在の時刻を時計表示部をみなが引時」のポタンを 
押して午後呂に合わせる。 

(4) 現在の時刻を時計表示部をみなび5「分」のボタンを 
巧して，',ごに合わせる。 


時-計表を迎 

厂 -' '1 

ご* "つ 
午@ り*ベ,-, 

\っ□ン 


♦r 時_!のボタンは1度押すごとに1時間、 r 分」のボタンは1度巧ずごとに1分間ずつ進みます。 

押し続けると連続的に進みまず。 

★午前の時刻に合わせる場合は、 r 午前 J ランプび「点な」していることを確認してください。 

★時刻合わせびでさなかった場合は、をラー度 r 時」または r 分」のボタンを押してやり直してください。 

⑥「表示切替えスイッチ」を必ず r 通常」に戻しまず。 

時計がスタートし、コロンが点滅しまず。 

( -お願い- 

ストーブの時刻表示び狂ったり、タイマー点火時刻び狂ったりする場合は、コンセントを一度抜いて 
から、ちラー度差し込み直してみてください。 


現在時刻のセツ 


お使いになる前に 




使用方法 


点乂（通常運転) 


★点乂操作をする場合は、 r 操作扉」 を開ける必要はありません。 



①油タンクのバルブつまみを「全開」にする。 


③「運転スイッチ」を巧して r 入」にずる。 

♦ r 運転スイッチ」 と r 点火します」 び r 点り」 しまず。 

★約2分後に点乂しますび、その後約3分間は予備燃焼しまず。 

★予備燃焼後、約2.日分間は、火力は r 弱燃焼」しまずので乂力調節はでさません。 


-お願い- 

♦ご購入されて初めて使用されるときに、製品の塗料やパッキンなどの焼けるよラな臭いがずる場を 
びあります。 

このよラな場合は、お部屋の窓をかし開け、半曰か51曰程度、至」運転をしてください。 

★1 〜2回点乂操作をして、点火しなかった場合、何回ち点火しないでください。バーナー内に灯 
油がたまりまず。販売店にご連絡ください。 

女万一な油びたまったことに気付かずに点火したとさは、「運転スイッチ」を押しなおして「切」にし、 
たまった灯油び燃えつさるまで待ってください。 

•このと走、 電源 プラグをコンセン ト から巧かないでください。 

♦点火時には、ガラスび曇りまずび、これは排ガス中の水分の蒸気によるちのです。 

•室湿が日で iU 下の攝合は、点火までの時間は約目分になります。 


义力調節（手動運転) 


♦火力調節は、操作扉を開け r 火力調節つまみ」 を目盛 「微か」 
〜 r 強」 の間で自由に調節してください。 

「パワーモニター」 び、目盛の位置に応じて点灯します。 

. -お願い- 、 

♦点乂後約目分間は、予備燃焼のため r 弱」 燃焼しますの 
で、火力調節はできません。 


注お 

…り:故 m 人い 



9k 















■自動運乾は、お部屋の温度をでさるだけ一定に保つための運転方法です。 

•自動運転時には、室内温度が設定温度になるまで r 強燃焼」を続け、室内温度び設定溫度になると「弱燃 
焼」に切誓わり、設定温度を]む超えると r 微か燃焼 J に切替わります。 

★室温の調節は、自動運転をしている場合でしかできません。 

♦温度設定しない場をは、夕 G (20 む）び設定温度となりまず。 


自扣 P 

ぉ瓶骗爾项人切 Q 


温度表示卽 


的がるせイ nrrv タイマ—さだ 


①操作扉を開け、 r 火力調節つまみ」を目盛り r 自動」の位置にをわせまず。 

♦r 自動」 び r 点丹」 し、温度表示部に、現在の室内温度と設定温度みごび表示され、自動運転となりま 
す。 

③温度を上げるとき。 

♦温度表示の 「設定温度」 表示を見なび5、 「▲さむいとさ」 ボタンを巧しまず。 

感温度を下げるとき。 

♦温度表示の r 設定温度」 表示を見なび5、 「▼あついとき」 ボタンを押します。 

( -お願い-^ 

♦—度設定温度をさめまずと、その設定温度を記憶していますので、変更をしない限り 、 r 消乂」 禮再 
運転する場含を同一設定溫度になります。 

♦温度設定は、6む〜30でまでの間で設定でさまず。室温表示は、一目で〜3日むまで表示します。 

•室温表示は室温び一 icrc 政下の場合 「しご」、 36むしソ上の場合は rw ,」 と表示しまず。 

•温度調節は、ストーブの位置が部屋の大ささなどで、必ずしわ、ス I -- ブの表示温度と室温とは一 
致しません。このような場合は、本体背面のルームサーミスタを、34ぺージの「 ル _五 巧 こ S スタ 
の酉日 も 斬を動)] を参照して、適切な位置に付け替えてください。 ' 


室温の調節（自動運転) 


使いかた 



使用方法 



-ブ運転 


I セ-ブ運転は自動運転中に、室温が設定温度より、約2で上昇ずると r セーブ消义中」が点灯して r 消乂」 
します。また設定温度まで下がると、自動的に r 再点义」します。 


r セーブ運転をおこなラ J 


① r セーブボタン」对甲す。 

♦r セープ」 び r 点な」 して、セーブ運転を開始します。 


r セープ運転を解除ずる i 


( Dr セーブボタン」を押ず。 

♦r セーブ J び r 消な」 して、自動連続運転になりまず。 
★セーブ運転は自動運転中にしかでをません。 


连巧 

自れセーフ 

/•巧左否巧、/•宝の沼な、 I I 

f ぶで I ごで) 人切' 


①② 


タイマー運き5のしか 



タイマー運転をずると去は、11ページ I 現在時刻 のセッ ト1 に従って、時刻合わせをしてからでない 
と、運転でさません。 



fH 午前6時30分に設定したし化き 


① r 表示切替スイッチ」を、「タイマー台せ」の位 
fe にする。 

♦このとを時計表示部び r 午前日： 00 J 表示に変わります。 

③時計表示部を見なが6「時」のボタンを押して 
午前,弓に、「分」のポタンを巧してぶに含ね 
せる。 

♦「時」 のボタンは1度押すごとに]時間 、 r 分」 のボタンは1度巧ずご 
とに1分間ずつ進みます。押し続けると連続的に進みます。 



Ik 






感情示切替えスイッチ」を必ず「通常」に戻す。 

女電源プラグを抜いたり、停電した場含は再度11ページの現在時刻のセットに従って、時刻含わ 
せをし直してください。 

® 「運転スイッチ」が r 入」になっていることを確認する。 

⑥「タイマーポタン」を押ず。 

♦このとき r 表示時刻に運乾します J び r 点灯」し、時計表示部にはタイマー運転時刻が表示されタイマ 
一運転が開始されまず。 

♦タイマー運輯時刻になると、自動的に点乂しまず。 

♦タイマー運転時刻になるまでは、 r 表示時刻に運転しまず」と、時計表示部にタイマー運転時刻が表 
示され続けます。 

f -お願い-^ 

女 タイマ— 運転は、一度タイマー運転時刻を言史定ずれば変更しない限り、「運乾スイッチ」と「タイマ 
ーポタン」を押すだけで同一時刻で設定び完了します。 

★タイマー運転時刻を変更する塌含は前記と同手順でおこなってください。 

★通常運転中に r タイマーボタン」を押すと、 r 消火」して r タイマー運転」の状態になり、タイマー運転 
時刻に自動的に運転します。現在時刻びセットされていないとをは r タイマー運乾」の状態になりま 
せん。再度11ぺージ r 現 卜1 を読んで、時刻合わせか5おこなってください。 

★タイマー運転時刻の確認は、「表示切醬スイッチ J を r タイマー含せ」にすると確認でをます。確認後 
は必ず r 通常」の位置に戻してください。。 

★タイマー運転操作後に停電びあったとをや、ス I ブを揺6して巧震自動消火装置び作動したとさ、 
電源プラグを抜いたときは点火しません。再度11ページ pi 在時刻のを万■卜」を読んで、時刻合わ 
せか5おこなって < ださい。 

★タイマー運乾をずる場含は、周囲に可燃物びあったり、その他危険なが態のないことを確認してか 
日セットしてください。 

★お出かけのとさは、タイマー運転しないでください。 


タイマー運乾の解除のしかた 


タイマー運転操作をした後、タイマー運転時刻前に通常運転をおこないたい場合。 

① r 運転スイッチ」を押して r 切」にずる。 

^[タイマー運転の解除] 

③ r 運乾スイッチ」を再度巧して r 入」にする。 

^[通常運転開始] 

ぶ 


使いかた 




使用方法 


消义 


運転 



①懼転スイッチ」を押して r 切」にする。 

「運転スイツチ」 び r 消灯」 し、 「消火します」 び r 点な」 しまず。 


「運転スイッチ」対甲して r 切」にしてから約日分間は、燃焼用送風機は、回転し続けまず。 
その後自動的に停止します。 

燃焼用送風機が止まるまで、電源プラグを振かないでください。 


-お願い- 

★ス I ブの消乂は電源プラグをコンセントか5抜をとったり、ストーブをゆずって消してはいけま 
せん。 

★が出ずるとをは、必ず消火してください。 

★長期間留守にずるとさは、必ず電源を切ってください。 


消乂後再点义するとをのミ主意 


♦消火後すぐに再点火ずると、異常音び出ることびあ0ますので、しば6く（約10分間)待ってから再点乂 
して < ださい。 


使用上の注意 


★ご使用中に、においびしたり目がしみる場合は、煙突やパ 
ッキン部か5を排ガスび漏れていることび考え5れ危険で 
す。使用するのをやめてお買い求めの販売店にご相談<だ 
さい。 

★長期間使用しない場合や、使用期間び終わりました5、必 
ず電源プラグを损いてください。 

ほこりやミちれびついて発火することびあります。 

女このストーブは、雷に対する安全機構をそなえていますび、 
雷の条件によってはストーブび故障ずることびあります。 
雷び発生したら電源プラグをコンセントから振いてくださ 
るとま全です。またス I -ーブをいたゆることちありません。 
★ス I -ーブを使用するとさは、必ず天板ガードを取り付けて 
から使用して < ださい。 

取り付けないと、地震などによりストーブに可燃物び落下 
したとを、乂災のおそれびあ0まず。 




i 

〇 

指示 











安全装置 


•をを装置が作動ずるのは何6かの異常があるときでずか6、下記の処置をしても正常にな!5ないと 
をは、お買いホめの販売店にご相談ください。 

♦安全装置が作動した場合は、「運転スイッチ」を押し「切」にしてか6、下記の処置をおこない、再度 
「運転スイッチ」对甲して「入」にしてください。（再点乂操作） 


ま全装置 

はた5さ i 

処 置 

巧麗自動消火装置 
EE S 

♦運転中にストーブ本体び地震(震度約日政上） 1 
や強い振動、衝撃を受けた場含、火災などの 
危険を防ぐために自動的に運転を停止します。 

★地震によって作動した場含、 
周囲の可燃物、機器の損傷、 

油漏れ、煙突のがれなど異常 
びないことを確認してから再 
点火してください。 

点火まを装置 1 

が，？ 

♦点火ヒーターなどの赤熱不足による点乂不良。 

♦点火ヒーター-電磁ポンプ-燃焼用送風機な 
どの故障により点义しないとさに、運転を停 
止しまず。 

★点火ヒーターの故障び原因で 
運転を停止したとをはバーナ 
一底に巧油がたまりまず。た 
まった灯油をふ去取ってから、 
ご使用ください。 

(販売店にご相談ください） 

停電まを装置 

EE 0 

♦運転中に停電や電源プラグを旅くなどして電 
源び切れたとさは、自動的に運転を停止しま 
ず。 

1 •再び通電されてち運転しません。 

' ♦タイマー運転中に停電があった場合、タイマ 
-運転は解除されます。 

★再点火操作をしまず。 

★現在時刻の設定とタイマー運 
転の設定をやりなおしまず。 

燃焼制御装置 
ららら 

♦燃焼中に炎び消えたとさ、自動的に運転を停 
止させる安全装置です。 

★再点火操作をします。 

EE 表示は安全装置び作動したときのエラー表示です。 

詳しくは、益ページを参照してください。 


十、 願い 

必ずストーブを消乂し、本体温 
度が充分下びってからおこなっ 
て < ださい。 


使 

い 

か 

た 






日常の点検-手入れ 

_ 点検*丰ノ、れのときの迂意 

★点検-手入れをおこなラとをは、ストーブを消乂し、ストーブび充分冷えてから、必ず電源プラグ 
を抜いておこなって < ださし、。 

★ガードを開ける時など必ず手袋をはめておこなってください。 

女電装部品や燃焼部の取りはずし、分解はおこなわないでください。 



^使用のたびに^ 


♦ス I ブの周囲は、常に整理、清掃し、燃えや 
ずいちのを置かないよラにして<ださい。 

♦ストーブはいつち清潔に掃除してください。ミち 
れたままのご使用は危険のをとでずし、ストー 
ブのいたみを早めます。 

「★1まこ貧 

♦ス I -ーブについたほこ D や巧れは、掃除機で吸 
いおった0固< しぼった濡れ雑巾などでふさ取 
って < ださし、。 

I ★臭気 • すず 

♦燃焼中に排ガスのにおいびした0、煙突か5す 
すが出ていないか確認して < ださい。 

異常があれば販売店に連絡してください。 

「施詞 

♦夕'！•気温が低い場合、煙突内の排ガスの水分び結露しやすくなり、結露水び凍結して煙突を面さぎ、不完 
全燃焼や排ガスび室内に漏れる原因となり危険です。 

曰常点検して < ださい。 


箇月に1回於上^ 



燃焼用送風機のファンにほこりびついたとを、ブラシや電気掃除機など 
で取り除いてください。 

♦ス I -ーブ背面の点検扉を固定しているネジをはずし、点検扉をはずし 
てから掃除してください。掃除後は、必ずちとどおりに点検扉を取り 
付けて < ださい。 

♦フアンを変おさせないよラにミ主意してください。 



ガラス炎筒にすすによるよごれびあれば、やわらかい巧などでふいてください。（販売店にご相談ください。） 
♦ガラス炎筒には絶対に水をかけたり、衝撃をあたえた D しないでください。 



全油漏も適夕たま ty 由のIがみ」 

•送油経路やス I -ープに油漏れかまたは油のたま 
り、油にじみびあるかどラかを調べる。給油の 
ときこぼれた打油はよくふきとってください。 
万一油漏れによって油のたまり、油にじみが生 
じていると定は、消火操作をし、原因をたしか 
め防漏処置をし、油漏れびなくなったことを確 
認してから点火操作をしてください。 

I ★送油管 I 

♦送油管から油漏れびないか点検し、亀裂などが 
あれば交換して < ださい。 

♦ゴム製送ミ由管は2シーズンに1度は新しい物に 
交換されることをおすすめしまず。 

•屋外配管をずる場合は、銅配管でおこなってく 
ださい。 


★周囲の状態 









* 反射 板の Ij^D (必ず手袋をは めて技こ なってくだを I 巧] 

参ストーブの反射板にほこりびたまった場合は、ガードのち端を上方へ 
持ち上げ、手前へ引いてガードを開いてから、乾いた巧で、反射板に 
たまったほこりをふを取ってください。 


3箇月に1回切上 



1 / 


★油タンタ 

♦給油ロフイルターびごみやほこりで目づまりし 
ますと、給油時に給油□よりあふれ出たりしま 
ず。給油□フイルターを取出して、付着したご 
みやほこりを取0除いてください。 


を油タンタ巧を里 

♦油タンクに水やごみびたまっているようでした 
ら、ドレン撫定や、油タンクのストレーナなど 
からたまつた水やごみを取り除いてください。 


★電源プラグ-コンセント 


>電源プラグ、コンセントにほこりやミちれびたまると火ぶの原因になる 
ことがあります。3箇月に1〜2回電源プラグをコンセントか5抜い 
て、付着したほこ0や汚れを取り除いて<ださい。 


定油面器のストレーナ 

♦定油面器のストレーナは約3箇月に]回と、ス I "^ーブの格納（シーズ 
ンオフ）のとき、次のように灯油で洗浄してください。 

①油タンクのバルブを閉める。 

③を油面器のストレーナの掃隙□に容器をあてびっておさ、2本のね 
じをはずして、ストレーナを城をだす。 

③ ストレーナをな油で洗ミきする。 

④ ストレーナをもとどおりに取り巧け、こぼれた灯油をみきとる。 
⑥油タンクのバルブを開く。 

©油漏れがあるかないかを点検する。 



シーズンに1回上 


★パッキン！ 

♦燃焼中、室内ににおいびこちるような場合は、 
とくに注意して点檢してください。 

•ガラス炎筒とバーナーの接続部、ガラス炎筒 
と熱交換器の接続部、燃焼筒みたと熱交換器 
の接続部 

• 点火 ヒーターの 取り付け部 


★点乂ヒーター 


♦点火ヒーター及びパッキンが古くなり、切れた 
り、すさまなどびあると、点火不良及びガス漏 
れの原因になります。 

(販売店にご相談 < ださい） 


お手入れ•アフタ^ I ビス 


近 





日常の点検-手入れ 


I 備璋 y — 嫂 パーナー 

♦燃焼リング、バーナーは高温になりますので焼損することびあります。ときどき点検し、変おや焼損し 
ていたら早めに修理してください。(販売店にご相談ください） 

[★H] 

♦煙突は約4箇月に1回程度の割合でいったん取り外し、排気流路部分のずずによるよごれなどを点検し、 
ほこりやすすびたくさんたまっているとをは、軽<掃除して<ださい。 

少々ほこりやすすびたまっている程度では、掃除をおこなラ必要はありません。 


★耐熱塗’霉の補修 j 

♦熱交換器は耐熱塗装を施していまずび、耐熱塗装膜び酸化してなくなる場合びありまず。 
その場合は市販の耐熱塗料のスプレーで、火気のない所で捕修ずると定れいになります。 


地震などの災害が発生したときの点横について 


参地震などにより製品に振動、衝馨び加わったときは、運おをする前に必ず;欠の点検を実施して<ださい。 


I 点検の容 I 

♦機器の損傷の点検 ♦煙突回りの外れ、漏れの点検 ♦送油経路からの油漏れの点検 

★点検で異常びみつかったとをや、点檢したのちに使用しているとを、排ガスのにおいがしたり目がしみ 
る場合は、使用を中止して、販売店または別紙の[お客様相 iM 己^覧 I に修理依賴をしてください。 


定期点検 


長期間ご使用になりまずと、機器の点検が必要でず。機器の寿命をより長く、より良い燃焼で快適にまを 
にお使いいただくために、2シーズンに1回程度、シーズン終了後などに、お質い上げ店、又は修理資格者〔脯） 
日本石油燃焼機器保守協会 （ TEL 日 3-349 日-2日 28) でおこなラ巧術管理講習会修了を（石油機器巧術 
管理±)など〕のいる店、当社を店•営業所などに点検依頼されることをおずすめしまず。 


定期点横の内容 

項 目 

内 容 

送油経路の点検- 
掃 除 

•定油面器-ストレーナの掃除 ♦油タンクの水振さ 

♦送油経路の油われ 

機能部品の点検- 
確 認 

•電気配線-安全装置のはたらを •操作部品-動く部品のはた5を 

消耗しやすい部品 
の点検■交換 

•点火ヒーター、燃焼リング 

掃除*点検-整備 

♦本体内部、燃焼用送風磯 参各接続部の^ (ッキン 

♦煙突の接続、つまり 


咬 













\ 現象 

原因 \ 
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を 
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処置方法 

電源プラグをコンセン 
卜に差し込んでいない 

〇 









電源プラグをコンセントに 
達し込んでください 

停電した 

〇 

EE0 





〇 

EE0 




停電復帰後点乂し直してく 
ださい 

対震自動消火装置が 
作動した 


〇 

EES 




图 




定油圃器のリセットボタンを巧し 
てから巧点火操作をしてください 

油タンクに水び入つ 
ている 


〇 

〇 



〇 

石 




水混入のな油をすつかり振 
いて<ださい 

油タンクに灯油びな 
い 


〇 

EEEP 

〇 



〇 




巧油を入れて<ださい 

不良な油を使用した 


〇 

EE? 

〇 

〇 





〇 

販売店または別紙のお客様相 
談窓□-覧にご相談ください 

配線不良びある 

〇 


〇 

〇 


〇 



〇 

// 

コント□ーラー不良 

〇 

〇 

〇 

〇 


〇 



〇 

// 

ねじ類の締めつけ不良 
組み立て不畏 





〇 


〇 

〇 


" 

電磁ポンプ不良 


〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

EEB 



〇 

// 

点乂ヒータ ー 不良 


〇 
f り 








// 

煙突のドラフトび強 
すぎる 






〇 



〇 

ドラフトレギュレーターを 
取り付けて<ださい 


け然焼中 r カチカチ」音びすることびありまずが、電磁ポンプの運転音で異常ではありません。 


参この表の r ， Ef 」 は、22ページ I 湿度表示(エラー表示)の見方 I を参照してください。 
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故障.異常の見分けかたと処置方法 

故障•診断チ I ック表 

★この表む列に不具ちがあるときは、お買巧めの販売店にご相談下さい。 


お手入れ•アフタ—ヴ—ビス 

















故障.異常の見分けかたと処置方法 


温度表示(エラー表示)の見方 


★ス I -ーブの運転中に異常び起こり消火した場含、下記のよラに、温度表示部に r エラー表示」 しますので 
処置をしてください。 


[ エラー表示 

原 因 

処置ち法 1 

EE 0 

♦運転中に電源び切れました。 

♦タイマー点乂待機中に電源び切れました。 

♦電源プラグの差し込みを確認し、 
再点火操作をしてください。 

EE 1 

♦ルームヴー S スタび断線しました。 

•販売店まで連絡して < ださい。 

EE E 

♦点火安全装置び作動しました。 

♦バーナーヴー云スタび觸線しました。 

参原因不明の場合は、販売店まで 
連絡して < ださい。 

EE 5 

♦対震自動消火装置び作動しました。 

♦作動した原因を取り除を、再点 
乂操作をしてください。 

EE E 

♦運転中に消火しました。 

♦ノ くーナーヴー S スタび断線しました。 

•原因不明の場合は、販売店まで 
連絡してください。 

EE 1 

♦室温が 3 目むな上になりました。 

♦室温び下びるのを待って、再点 
火操作をしてください。 
♦温度調節をしてください。 

♦原因不日月の場含は、販売店まで 
連絡してください。 

EE B 

♦燃焼用送風機び故障しました。 

♦販売店まで連絡して < ださい。 

EE 15 

•スタート時、バーナーび高温でした。 
♦パ’ーナーヴー S スタび短絡しました。 

♦販売店まで連絡してください。 

EE W 

♦着火ミスを 2 回しました。 

•販売店まで連絡してください。 

EE EP 

\ 

•ストーブにな油びさていません。 

•灯油を入れてください。 

(8 ページ序合 油のしかた 1 参照） 

な油びある層合抹違油経路を点 
検してください。 


部品交換のしかた 


/ K 注意 


★分 解修理の禁止 I 

故障、破損した6使用しないでください。 
不完全な修理は、危険でず。 


分解禁止 


短期間に消耗する部品は特にありませんび、ガラス炎筒、定油面器、燃焼リング、点火ヒーター、パ 
ッキンなどの交換部品び必要な場含は、お買求めになった販売店にご相談ください。 

★部品交撰の際は、必ず純正の補修部品をお使いください。純正の部品私がを使巧して万一故障や事 
故が発生した場合、当社は責任を負いかねます。 


不完全な修理は危険です。修理をお受けになる場合は、財団法人日本石油燃焼機器保守協会でおこな 
ラ技術管理講習会修了者(ち油機器技術管理±)などのいる販売店で修理されることを推巽します。 

式 








仕様 


保管のしかた(長期間使用しない場合) 


•ス I "ーブを保管する場合は、18ページ曰常の点検•手入れの項を参照して、ス1 ^ー ブの手入れを 
してから保管してください。交いたんでいる箇所は修理をしてか5保管してください。 

♦格納.保管場所は、湿気.火気.高温などの悪い影響のおよびにくい所であって、しかちストーブ 
の上には重量物をのせたり、人び乗ったりしないよう配慮してください。 

I ストーブを長期間使用しないで保管するときは、必ず電源プラグをコンセントか5抜き、油タンクの 
I バルブを閉めてください。 

} スト-ブぞ使用ずる季節が終りす各納するときは、油タンクのな油を市販の給油ポンプで全部巧き取り、 
■ 定油面器のストレーナーを取り出して灯油で洗淨してください。 （19 ぺージ参照） 

-お願い- . 

油タンクのな油を抜くときは、送油管のな油を亮全に巧いてください。灯油が巧っていると翌シーズ 
ンに使用ずるとを、つまって灯油が流れなくなりまず。 （目べ—ジ参照） 

{ ストープや油タンクの表面をふいてください。 

♦固くしぼった麓れ雑巾や、薄めた中性洗剤でミちれを取り、乾いた巧で水気をふを取ってください。 
★シンナー、ベンジンなどでふくのはおやめください。塗装び変色したり、危険です。 

I 本体にほこりがたま6ないよう、適当なカパーをかけてくだをい。 

:附属品と r 取扱説明書•工事説明書」. r 保証書」も紛失しないよう同時に保管してください。 



約21 kg 

- 100 V 即 /60 Hz 

点义時 240/240 W •燃焼時17/!而\/'^ 
最大680/68日 W (点火初期に短時間発生) 


E 置一 


106111 
日 A _ 

対震自動消火装置、点火安全装置 
停電安全装置、燃焼制御装置 


置台り個)、ゴム製送油管り本) ( Im ) 

□ ホースバンド(到固)、天板ガードり個） 

口 □ ガード遮熱板 （1 個） 

… 置台用止めねじ巧本)、木ねじ0本） 

2〇、微少燃焼時一 O.AmmHsO で、使巧した場 



お手入れ•アフタ I ヴ I ビス 





アフターサービス 


保証に ついて I 

•添付しておりまず保証書は販売店で所定事環を記入してお渡ししまずので、お受け取りください。記載 
巧容をご確認のうえ大切に保管してください。 

★保証期間はお買い上げの曰より1年間です。 

I 德姪を依顔す是^さ] 

♦故障-巽萬の見分けかたと処置方ま(のページ)に従って、お調べください。直6ないとさは、ご使用を 
中止し、必ず電源プラグを扳いてから、お買上げの販売店にご連絡ください。 

♦ご連絡いたださたい内容は次の通りです。 

①品名’’•半密閉式石油暖房機(半密閉式石油ストーブ） 

(D 型式の呼び... HR-682DX 

③ お買上げ年月日 

④ 故障の状況(でさるだけ具体的に） 

⑥おなまえ，おところ.電話番号 

♦修理に隙しましては、保証書をご提示ください。保詔書の規定に従って、販売巧び修理させていただを 
〇 


♦保証期間が過ぎているとさは、修理すれば使用でさる場合には、ご希望により有料で修理ごせていただ 
さます。 

♦修理料金は、技術料，部品代，出張料などで構成されています。 


この取扱説明書-工事説明書および本体に表示されている禁止事項-ま意事項および通萬使用に反し 
て使巧された場合の故障、事故につさましては、保証いたしません。 


I 補修用性能部品について I 

★半密閉式 (POT 式)石油ストーブの補修用性能部品の保有期間は製造巧ち切り後7年でず。 

•補修用性能部品とは、製品の機能を維持するたゆに必要な部品でず。 

f 転屋をれる場合] 


•このストーブは電源周波数前、郎 Hz とち同一仕様でず。 

★電源周波数の異なった地域への転居でちそのままお使いいただけまずび、高地への転居、高地からの転 
居は再調整が必要ですので別紙の r 技客様相談窓巧^1までご相談ください。 


■ 1 

、 

[★分解修理の禁圧 

/ K 化忌 

故障、破損した5使用しないでください。 

不完全な修理は、危険でず。 分解禁止 


故障-修理の際の連絡先 


ア フター ヴービスについてねか6ない場合は、お買いボめの販売店、または、ちよりの 
-1'] (別紙参照)までお問い合わせください。 


分 


お客様相談窓口 










据付けについて 


_ 振付け工事は販売店に依頼する 

♦振付けや移動工事は販売店または据イゴ業者に依頼し、お客様ご自身では、おこなわないでください。 


据付け場所の選定及び標準据付け例 

♦据付けについては、火災す防条例、電気設備に関する技術基準などの法令の基準びあります。 [ xmm ] 

のををのために必ずお守りくださいをお読みになり、販売店又は据付業者とよくご相談してく足'さ 
い。 

• 「標準据付 r ブ传のについては28ぺージを参照してください。 


_ 据付け後の確認 _ 

♦ 据付けび 終じましたら、をう一度、 Go 重麵]の.ま全のために必ずお守りくださいをお読みになり、 
互事編]に記載されているとおり据え付け5れているかどラかを確認してください。 


I _ 試運転 

♦試運転は、販売店又は据付業者とご一緒におずおこなってくださし、。 



18ぺージミ 社のしかた1 、 1日ぺージみ前を)準蛹と酷 If ] に従って運転準備をしてください。 

P 電源プラグをコンセントに確実に差し込んでくだごし、。 

ムこのとき温度表示部に 「ら口」 び表示されるとさは、ストーブにな油びさていません。 スト-ブに 

口油が茄れてくると自動的に「-」（パー表示)に変わりまず。をし3分しソ上待ってもパ'-表示に 

変ねらないときは、をう一度8ぺージ [遍油あ [；F ザ d 、 1 日ページ r 烏火扇か牽備と— 確語：]にがって 
運転準備をやりなおしてください。 —… 

112ページ 使用方法 に従って運転してください。 

2初期運転時の異常現象 

•開捆して始めて使用したとを、防鶴油または塗装やほこりび乾燥したり焼けたりすることによって、 
ストーブから約2日分間位、煙やにおいび出ることびありますび、ご使用には全くま障はありません。 

3正常運転の目を 

♦正常運転時のノ（ーナーの炎の色は、黄乂びとさどをまじる青炎です。 

( -お願い-- . 

煙突の設置条件が悪いと、黒煙を出して燃えたりガラス炎筒が量ったりしまず。及、とくに春先や秋 
口で外気温が高い時期には、ドラフトが不足して点火時ににおいがすることがあります。煙突の設置 
を点検し、35ぺージ煙突の取り付けを参照して正しく煙突を設置してください。 


消乂の手順 


♦16 ぺージ消乂に従って消火をしてください< 


ぶ 


お手入れ•アフタ I ヴービス 据付け 




工事編 


設置工事の前に、この工事編をよくお読みのラえ正しく振付けてください。 

なお、この取扱説明書•工事説明書は、工事終了後に必ずお客様にお渡しくださし、。 


安全のために必ずお守りください 

♦ここに示した事項は、么蓄告、 A 注意に区分しています。 


A 警告 

この表示を無視して、作業を誤った場合に作業者び、またはその作業後の不具合 
によって使用者び死 t 、 重傷を負ラ可能性、または火災の可能性び想定される内 
容を示しています。 

A ま,音、 

この表示を無視して、作業を誤った場合に作業者び、またはその作業後の不具含 
によって使用著び傷害を負ラ可能性や物的損害の発生び想定される內容を示して 
いまず。 


K ラスト（まんび）の横にある0マークは「禁止」、〇マークは「指示」、么マークは r 注意」を表しています。 


A 警告 


★据付けや移動は、販売店へ依頼または据付業者が 
おこなって < ださい。 

お客様ご自身で据付けをされ、不備びあると感擊や火災の原因になります。 


〇 

指示 


★据付けは乂災予防条例、電気設備に関する巧術基準 
などの法をの基準を守っておこなってください。 


〇 

指示 


氏屋內排気禁止 


屋内に排気すると排ガスが室内に充満して 
危険です。 

がず屋外に排気してください。 



0 

禁止 


★煙突を確実に接続 


煙突を確実に接続し、しっかりと固定してください。 

風、振動、衝撃などで外れたりずると運転中に排ガスび室内に漏れて危険です。 


〇 

指示 










みを夕璋所に!ま獨泄画 

★乂災や予想しない事故の原因になります。 

♦水平でない場所、不安定な場所 
♦不安定な物をのせた棚などの下 
♦可燃性ガスの発生する場所又はたまる場所 
参燃焼に必要な空気を取り入れる空気取入口のない場所、又は換気のおこなえない塌所 
♦付近に燃えやずいおのびある場所 
♦階段、避難口などの付近で避難の支障となる場所 
•防火対策をしていないマントルピース内 
♦温室、飼育室など乂のいない攝所 

•フロンガス、塩化水素ガスなどの八□ゲン系化合物のガスや溶剤を使用している、 

理.美容院、ツキ.塗装工場、電子部品組立工場、繊維関係工場 

塩素ガス等の影響により謂び発生することびありまずのでご使用はさけてください。 

♦塵やほこりの多い場所 

燃焼用送風機のフアンにほこりびつまり、異常燃焼を起こすおそれびあります。 

>可燃物 t ①距離を離ず’ 

★ス I ブか5周囲の可燃物までの距離は図のよラに 
してください。 

ス I ブ側面と可燃物は30即1]；(上離してください。 

ガード遮熱板を取り付けるときは 20 cm まで近づける 
ことがでをまず。 

煙突と可燃物との離隔距離 (45 cmL ： (上)でを規制され 
まず。保守•点検を考慮し可燃物との離隔距離び長 
くなるよラに設置してください。 

♦ストーブの上に物び落下しなし觸所で使用してくだ 
さい。落下物により火がび起さるおそれびあります。 

♦家具等か6は充分な距離を取ってください。 

(熱で変おや変色、自然発火することびあります。） 

参ストープは、ストーブに附属された置台の上に据付 
けてください。 



0 

使用禁止 


据付け 




安全のために必ずお守りください 



標準据付け例 


目 Ocml ； (上 


※化 cm じ I 上 


固定金具 I 

ドラフト 
レギ ユレー タ " T . 


60 cmL リ上 


''まえ金具 
1 5 cm む上 


まえ又は 
吊り金具 


上り勾配 1 T グ^めがね石 


※可燃物か6 
45 cmlU 上 


-お願し、- 

•煙突の先端か日水平距離1巧に建物の軒が 
ある場合は、その軒から抓 cmLU 上高くすること。 
煙突の先端か61 mLU 內に建物の開口部（窓な 
ど）がないこと。 

♦ 0》）45 cmiU 上の寸法は、煙突が本体から 1.8 m 
を超える場台は 15 cm む上とする。 

♦煙突は、固定金具で1.5の〜2の間隔で固定ず 
る。 


〇 


★家屋貫適部の注意 


♦煙突び可燃性の壁などを貫通する部分は、必ずめびね石を使用して 
<ださい。 

•ル屋裏、天井裏などにある部分は、金属政外の不燃材料で防火上有 
効な被覆をおこなって < ださい。 

♦可燃性の壁、天井、ル屋裏、天井裏などを貫通する部分及びその付 
近では、煙突の接続はしないでください。 

I ★煙 突の固 定 I 

♦煙突は、風や振動などで倒れないよラに、支え金具や支え線などで 
固定してください。 

♦煙突は、 ].5 m 〜 2 m おきに固定盡具佈販品)で固定し、自重をま 
える部分は、支えまたは吊り金具で堅固に支持してください。 


めがね石 


JOcm む上 


罪 P 

敲潔 

.と。 しる。 


地区にぶ0’ 
異なること 
びあるので 
义父予防を 
例を参照す 


8 




を吾タンタとを距離を離辛 


♦油タンクはストーブより 2 m 政上離して据付けるか、防乂上有 
効な遮へいを設けてください。 

★屋外タンクでの使用を前提とし、附属のゴム製送油管の長さは 
Im です。 別売のゴム製送油管く※！ 107091 己•長さ 3 m ) をご 
使用 < ださい。 

♦油タンクは、熱•振動.衝撃のかない場所に据付ける。 

♦据置式油タンクは、不燃材の床上に据え付けること。 

床置式の油タンクは、たたみ.じゅラたんなどの上に据付けな 
レこと。 

•油タンクの送油バルブ(油の出□化本体の忠由管との落差は30 
cmL ソ上になるよラに置いてください。 

オイルへッド面との落差は、最大 2.5 m な下にしてください。 
油が定油面器よりあふれ出ることがありまず。 

♦室が設置の油タンクの場合は、ちの図の落差をとってください。 


〇 


d.bm I 


油タンク 


I ★ コム製送油管の屋外使用禁止 

ゴム製送油管は屋外で使用しないでくださし、。 
ひび割れを生じて油漏れの原因になります。 


0 

使用禁止 


I ★煙突の点横 I 

据付けが終った5 、 をラー度点検し 
てください。 ■■ 

次のような取付けは危険であったり、ス， 
不完全燃焼をおこすおそれびあるの 胃を， 

で、必ず修正してください。 


>下り勾配、下向さなびり禁止 



0 


♦トツプと建物(隣家を含む)の開□部(窓など) 
は1 m 政上離れていること 



>接続部のゆるみ禁止 



〇 


0 


ゅるんで 禁止 

いませんか 


据がけ 


29 



開こん 

開こんの際のを意 

1包装箱か5製品を傷つけないよラに取り出し、捆包材などを取り除いてください。 

2 その他お使いになる前に、製品の輸送中に生じたかねじのゆるみや、はずれなどびないかを調べてく 
ださし、。 


_ 附属品と取扱上の注意 _ 

♦置台1個：ストーブの置台として必ず使用してください。 

♦置台用止めねじ2本：ス i -ーブと置台との固定に必ず使用してください。 

♦天板ガード1個：火災予防のために必ず取0付けてください。 

♦コム製送油管(長さ1 m ) 1本：給油コックとストーブとの接続に使用してくだごい。 

★屋内タンクをご使用の場合は、別売ゴム製送油管く※！1070白15 •長さ 3 m ) を使用してください。 

♦ホースバンド2個：ゴム聲送油管の締め付けに使用してください。 

♦ガード適熱板1個：側面との距離びないとさ、前面ガードに取り付けてください。 

♦木ねじ1本：ルームヴーミスタを壁などに固定する場合に使用してください。 









据付け 


据付け場所の選定 


1 JtK® 

•ストーブを据え付ける床面は、強い振動や衝撃びなく、ストーブの重量に充分耐え、安定している 
ことが必要です。 

♦ストープは、水平になるよラに置いてください。ストーブを水平に置きませんと' 異常燃焼や巧震 
自動消火装置の誤作動の原因になることびありまず。 

2可燃物との距離 

♦附属品のガード遮熱板は、壁面の可燃物 
の温度を上げないために必要ですので、 

2日 cm まで可燃物に近づける攝含は、必ず、 

前面ガードの可燃物に近し、方に取り付け 
てください。 （32 ページ 細‘3 
fciasia 参照） 

ガード遮熱板を取り付けない場合は、ス 
トーブ側面と可燃物との醒離は 30 cni が上 
離して < ださい。 

3煙突の設置 

•煙突は必ず屋外へ出してください。出さないとガス中毒事故を起こずことがありまず。 

♦煙突のドラフトが'強い場合は、ドラフトレギユレーターを取り付けてください。 

•煙突を設置ずるところと、ストーブを据付けるところの、相互の距離関係をよく配慮してください。 

4落下物の危険のない場所 

♦ストーブに物品び落下ずる可能性びあるとさは、その落下の可能性びある物品を取り除くかまたは 
落下の可能性のないよラに処置をしておいてくださし、。 

5コンセントの位置 

♦交流1日日ボルトの電気のコンセントが、どこにあるかということもよく考慮してください。歩行者 
び、電源コードをひっかけないよラにしてください。 

0暖房効果について 

•ストーブの対流熱と放射熱で、暖房び最を効果的にでさる場所を選んでください。 


，可‘燃. 卸’///ク 




燃焼用空気について 

♦ストーブを据え付ける場所には、下部換気□および上部換気口を設けてください。 

•ス I ブは充分に撰気びでさ、可燃性ガスび発生しない場所または、たまるおそれのない場所に据 
付けてください。 


成 


据巧け 






据付け 



ヒートエレメントの取り付け 


■義 B 量 


据付け方法 


必ずこの位置に 
設昼して下さい 


♦このストーブは発熱量び大さいため、前固から特に強い放射熱を出し 
ますので、可燃物との間には、充分な距離び必要です。 

♦ガード遮熱板は、壁面の可燃物の温度を上げないたがに必要ですので、 
2日 cm まで可燃物に近づける場合は必ず前面ガードの可燃物におい方に 
取り付けて < ださい。 

♦ガード遮熱板の取りがけち 

ガード遮熱板をち図のよラにガードに取り付けて、上下4箇所のつめ 
を巧0巧げて固定して < ださい。 

1-お願い- N 

ガード遮熱板を取り付けない場合は、ストーブ側面と可燃物との距 
離は加 cmm 上離してください。 

特に家員などは強し娜射熱を長時間受けると、狂いを生じますか日、 
ま意してください。 

なお、取り付けの際は保護シート(青色)をはがしてください。 











置台の取付けと水平調節 


参 r 置台」の上にストーブを据えてから、ストーブ床面の4箇所の「調節 
刷」で、「水平器」を見ながら水平になるよラに調節してください。 
(調節脚は、前、後で大ささび違っています。） 

♦本体側面についている水平器を上から見て、水平器のおをりび丸いマ 
—クの範囲内にあるとさび水平です。 

•ストープと r 置台」を、附属の止めねじ （2 本)で、必ず固定してくださ 
い。 

♦置台には前後があります。曲線部分び前側になるように取り付けてく 
ださい。 


-ストーブ本が 


娜国定巧 


調節脚- P '1 11 


(をろ側） 






★油タンクの据付けについては、各地の火が予防条例に従ってくださし、。 
•29 ページ し★適タンクとの距 1 度を離す] を参照して据え付けてください< 


♦油タンクの送油バルブまたは、給油コックなどの油の出口 I 

とストーブの送油管に、附属または別売のゴム製送油管を \ 

差し込み、附属品のホースバンドで綿がけてください。 一一^ ' 

♦送油管の上には重量物びのったり、巧れ巧びったり、空気た y 

まりびでさるよラな形がにならないよラにご配慮ください。 

♦規定の送油管政がは使用しないでください。 

♦ゴム製送油管は油タンクを屋外に設置する場合は使巧しないでください。 

♦ゴム製送油曽の取り付けは、巧げ半径びルさかったりねじれたりするとゴム内部に圧力び加わり、短時 
間でヒビ割れなどび発生し、油漏れの原因になりまず。 

曲げ半径は最低でも lOOmm 政上になるよラ、またねじれのないよう設置してください。 

♦ゴム製送油管は紫外線に当たると輿化び早くなります。でさるだけ曰光の当たらない場所を選んでくだ 
さい。 

♦ゴム製送油管は、時間ととちに祟化しますので、定期的に点検してください。 

2シーズンに]度は新しい物に交換されることをおずすがしまず。 

♦油タンクを屋列に設置する場をは、必ず金属製送油管(外径 0 8 の銅管)を使用してください。 

★金属製送油管で配管する場合は、切断や力に時の切りくずや切り粉をきれいに取り除い てから 配管して 
ください。切りくずや切り粉が配管內に入りまずと、定油面器か目な油があふれたり、電磁ポンプの故 
障の原因になります。 .. 


gf 己 


空気たまりや 
水たまりがでをる 

















据付け 


電源コード 


•電源コードは傷つけたり、束ねたり、無理に曲げたりしないでください。また足でひっかけたり、重量 
物び乗って破損しないよラにご配慮ください。火災の原因になりまず。 

♦ AC 1 日日 V 電源を使用してください。 lOOV し^がの電源を使うと、電気部品が故障したり、発乂すること 
があります。コンセントは、雨や水のかからない場所に設置してください。またコンセントび傷んだり 
差し込みがゆるいときは使用しないでください。感電-ショート-発火の原因になります。 


ルームサ"-ミスタの配線（移動) 


•ス I -ーブの設置場所や周囲の状況によっては、お部屋の室温調整びラまくいかない場合びあります。 
このよラな場合には、ストーブの背面に取付けてあるルームサーミスタの位置を変更してください。 


1 ストーブ背面のルームヴーミスタを止めているビニタイをはずして 
<ださい。 

■センサーケース裏面の粘農テープで壁や柱に貼付けて<ださい。 
(リード線の有効長さは2.日 m でず。） 

. -お願い->1 

リード線が、煙突に触れたり、踏んだり、弓 I つかけたりしないよう 
に配線してください。 


2 附属品の木ねじで固定する攝合は、木ねじを壁にねじ込んでか5セ 
ンヴーケース裏面の巧に木ねじの頭を通して取付けてください。 



嗔 












煙突の取り付け 


_ 煙突の径 

♦このストーブの煙突の呼び径(外径)は1日目圆です。 


煙突の引を出し位置の変更 


•このストーブは煙突の設置状況に応じて、本体ち側からでち、本体左側からでち取り付けが口能です。 
取り付け位置の変更は次のよラにおこなってください。 


煙突取付□を固定している4本のねじをはずし、中のパッキンを損 
傷しないよラに煙突取付□をはずして<ださい。 


ク排気ロキャップを固をしている4本のねじをはずし、中のパッキン 
^を損傷しないよラに排気□キャップをはずしてください。 


3組み付けは逆の要領で組み替えてください。 



煙突内の結露水凍結防止について 


♦厳寒地区では、屋外の煙突内結露水び凍結しふさがれることびありまずので、充分にま意してくださし、。 



屋内の横引をは、できるだけ短くしてください。 （2 本攻内) 


立上げ部の接続は、 T 巧びりを使用してください。さらに、水抜き巧（ゆ6しソ上)をあけていただくと 
効果的です。ェルボの使用は絶対におやめください。 


3屋がの横引をは設けないでください。 


煙突の横引を、立上びりの標準寸巧 


♦煙突の寸法と通気力 （ ドラフト)値は、ほぼ次の図表の通りでず。 

通気力（ドラフト） （一 mniHsO ) 


ム C 

A 二]巨0、 3 = 230 . C =] 巨日程度 

A 二160、目二570、 C 二330程度 

0.8 

上り勾配 A 

A 二160、巨二230、 C 二330程度 

1.2 


単位 ： cm 

A 二]巨0、 B 二60、 C 二270程度 

1.7 

A 二16日、目二巨0、 C =440 程度 

2.2 


(を)通気力（ドラフト）とは、煙突を通じておこる排気ガスの流動を意陈し、この流動を誘起する圧力差を 
通気力（ドラフト）と言います。 









♦煙突の屋外のトップ(先端)は H 形か、 M 形を使用して、逆風や雨雪の流入を防いでください。 


可燃物との距離 


♦煙突は木材など可燃物か5、次の距離をとってください。 

-煙突がストーブか51 .8 m 政内 .45 cmiU 上 

-煙突がス I ''ーブか5 1.8 m こえる……1日知 liU 上 


ドラフトレギュレーター（別売品 



♦燃焼をま定させるために、トヨトミ$屯正ドラフトレギュレーターを取 
り巧けてください。 

強い風び吹いたり、その他の原因でドラフトび強くなりすぎると、バ 
ーナー内部にすすびたまり、立ち消えの原因となることびあ0ます。 
♦熱効率と煙突の関係は、ほぼ次の表示のよラになります。 


通気力（ドラフト） 

( — mmH 20 ) 

最大熱効率 
佛） 

左の通気力 （ ドラフト)値にほぼ等しい 
煙突の長さと配置の例(加!） 

日.8 

日7.] 

A 二] 60、巨二230、 C =160 程度 

A 二]巨0、 B = 己70、 C 二330程度 

1.2 

65.2 

A =1 邑日、目二23日、 C 二330程度 

1.7 

64.2 

A 二]日日、目二日0、 C 二270程度 

2.2 

巨 3.3 

A 二] 60、巨二6日、 C 二44日程度 


(注）通気力（ドラフト）とは煙突を通じておこる排気ガスの流動を意味 
し、この流動を誘起する圧力差を （ ドラフト）と言いまず。 



煙突お付け図 


お効率測定位置 




±S)i 

ノ 


表の熱効率の測定は表示の図に示ず位置でありますび、実際には、例えば目部の中間で室内と室外の 
境になれば、煙突から放射熱が引きつづいて室內に出ますか5、熱効率は表の数値切上により良くな 
ります。 

ドラフトレギユレーターを A 部及は B 部に設ければ、通気力 （ ドラフト)が強い場合は1壬意に弱めるこ 
とがでをます。 

















♦集含煙突をが用するとをには、図のよラな差し込みかたをしてください。その際、おず設置ち法などに 
ついて 専門業者に ご 相談してください。 



♦煙突の取り付けについては、鲁地区の火災予防条例に従って<ださい。 



•取り付け図は、巧ページ L 1 笔 i 巧巧窃 p を参照してください。 



♦積雪地域では、煙突先端（トツプ)び、積雪でみさびれないよラな位置に取り付けてくださし、。 


試運乾 

★ストーブの据付け工事が終ねりましたら、試運転を使用者とご一緒におずおこなってください。 

使用者に運転方ミ去はちちろんのこと、曰常の点検.手入れの方法、定期点検、故障•異常時の処置方法、 
連絡先等をお教え願いまず。 

♦ GSli . J 巧ページ （ 試運転 I に従って、運転準備、運転、消乂の手順の試運転をおこなってくださし、。 

廃棄ずるとさの注意 

★ストープを廃棄するときは、必ずなミ巧を巧いてください。 

リサイクルのま障となります。 


据付け 


包 








HR -6 SSDX 巧扱説明書•工事説明書 



お客も赛へ…おぼえのために記入されると便利でず。 


f 

型 式 

HR -682 DX 

お 買 上げ年月日 

年 

月 

曰 

お 買 上げ店名 

^ . .. 


(電話番号） ( 

) 

— 



株式会社卜ミ 

本 社 名ち屋市瑞穂区桃園町5番17号〒4目7-腑日日 

TEL 052-822-1144 FAX . 052-822-2742 


尼 




巧ち:をなトヨトミは巧逼巧境の一巧としてこの®巧説巧■は再を巧を巧用していまず。 


T - を 


古 K ださ 《100y 巧ち化巧レでい ST 







